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 第 2 章では提案する基本モデル、ならびに基本アルゴリズムについて述べる。前述の通り、本研究
で提案する HMMでは疎水性指標と電荷の 2次元物理化学量を出力としている。この章では 2次元出










デル構造の改良では従来の HMM を一般化した一般化隠れマルコフモデル（Generalized Hidden 
Markov Model (GHMM)）を用いて膜タンパク質をモデル化することを試みている。本論文では
GHMMと従来の HMMとの比較を行う。 
 第 4章では上記第 2章と 3章をまとめ、本研究の今後の展望について述べる。 
 
